
ニセショウロ；Scleroderma aurantiun 

ニセショウロ Scleroderma aurantiun 

ニセショウロ科ニセショウロ属 

 

概要 

地方名  

傘の大きさ 小型から中型 

形と色 黄土色から褐色で球形をしている。断面は黒色で，柄は

ほとんどない。 

発生時期 夏～晩秋 

発生場所 地上に群生する。 

その他 形状が球形で，特徴がないため，食用のものとの区別が

難しい。 

症状 食後 30 分から数時間で嘔吐，下痢，腹痛を起こす。 

毒性成分 毒成分は不明であるが，スクレロシトリン色素などを含

む。 

間違えやすい食用きのこ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ニセショウロ；Scleroderma aurantiun 

詳細 

１ 特徴 

（１）毒性成分*1 （成分名） 

スクレロシトリン（Sclerocitrin） 

（構造式） 

 

スクレロシトリンを含有するが，詳しい毒性は明らかではない。 

（２）食中毒の型 胃腸消化器系 

（毒性成分の含量） 

（毒性発現機構） 

（３）中毒症状*2 嘔吐，下痢，腹痛など消化器系の中毒症状 

（４）発症時間 食後 30 分から 2～3 時間程度 

（５）発症事例 （症例１） 

平成 20 年（2008 年）福岡県で女性が誤ってニセショウロを摂取し，

激しい腹痛，下痢，嘔吐の症状を示した。 

（症例２） 

（その他） 

（６）中毒対策  

 

２ 毒性成分の分析法 

毒性物質が明らかでないため，分析法はなし。 

（１） 説明 

（図解） 

 

３ その他 

諸外国での状況  

参考になる情報*1 よく似たニセショウロ科にはヒメカタショウロ（Scleroderma 

lycoperdoides），ハマニセショウロ（Scleroderma bovista）などが

ある。いずれも有毒である。 



ニセショウロ；Scleroderma aurantiun 

４ 間違えやすい食用きのこ 

１*1 一般名 ショウロ 

学名 Rhizopogon roseolus 

発生場所  

発生時期  

形態  
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